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河内長野市では、遠隔診療実証事業の一環として、災害時におけるオンライン診療を

想定した実証実験を実施します。 

本実証実験は、災害発生時に、かかりつけ医への通院が困難となった患者が、引き続

き診療を受けられる体制を構築することを目的とし、地域の医療機関と避難所をオンラ

インで結ぶ遠隔診療の運用について検証するものです。 

なお、地上通信が被災により途絶えたことを想定し、本市が導入した低軌道衛星通信

サービス機器（Starlink）を通信手段として活用することを検証するとともに、停電へ

の備えとしてポータブル電源の利用も行います。 

 

■ 実証実験の概要 

１．日 時 令和 8年 2月 28 日（土）15 時～（約 1時間程度） 

２．場 所 ①  河内長野市医師会地域連携室（河内長野市菊水町 2－13） 

地域医院を想定し、医師が対応 

②  滝畑ふるさと文化財の森センター（河内長野市滝畑 483－3） 

避難所を想定し、想定患者（市職員等）により対応 

             ※荒天時は河内長野市役所食堂（オンキッチン）にて実施 

              実施場所は、当日の 12 時までに市ＨＰなどで通知 

 

※Starlink（スターリンク）とは、インターネット接続に、 

通信衛星を活用したもので、空が見える状態の場所に、 

受信機であるアンテナを設置して設定を行うと、近くの 

衛星から電波を受信。ポータブル電源があれば、通信環境 

や電源が整備されていない山間部でも、インターネット 

接続ができるようになる。 

 

 

災害時でも「診療を止めない」 

衛星通信（Starlink）によるオンライン診療実証実験を実施 

【問い合わせ】 

河内長野市こどもの未来とウェルビーイング推進局 

ウェルネス推進課、危機管理課 （電話：0721-53-1111） 

     

遠隔診療実証事業の様子 

Starlink アンテナ 


